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（出所）ブルームバーグ

*加重平均資金貸出金利は、トルコ中央銀行による民間金融機関への資金供給オペの実績をもとに、各資金供給オペの供給量で応札金利を加

重平均したものです。
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お伝えしたいポイント 

・ 中央銀行は後期流動性貸出金利を 0.50％ポイント引き上げ、通貨防衛姿勢を示す 

・ 政治リスクは残存するものの良好な経済環境や中央銀行の政策期待がトルコ・リラを下支え 

 

＜中央銀行は後期流動性貸出金利を 0.50％ポイント引き上げ、通貨防衛姿勢を示す＞

 
トルコ中央銀⾏は 12 ⽉ 14 ⽇（現地）、後期流動性貸出⾦利を 0.50％ポイント引き上げ、12.75％とすることを決定

しました。後期流動性貸出⾦利の引き上げは今年 4 ⽉以来、約 8 カ⽉ぶりとなります。 
中央銀⾏は、現在の⾼いインフレ率がさらに上昇するリスクへの警戒感を⽰し、インフレ⾒通しの悪化を抑えるために利上げ

を⾏ったことを⽰唆しました。また、必要ならば⼀段の⾦融引き締めを実施するとし、インフレ⾒通しに⼤きな改善が⾒られるま
で引き締め的な⾦融政策姿勢を継続する旨も⽰しました。 

市場では 1.00％ポイントの後期流動性貸出⾦利の引き上げが⾒込まれていましたが、利上げ幅が予想を下回ったことが
市場の失望を招き、トルコ・リラは下落し、トルコ国債⾦利は上昇（価格は下落）しました。 

今回の利上げ幅は市場の期待を下回りましたが、エルドアン⼤統領による利下げ圧⼒もみられる中で中央銀⾏が利上げに
踏み切ったこと⾃体は、中央銀⾏の通貨防衛姿勢を相応に⽰したものだと考えられます。 

 
《政策⾦利等の推移》 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

トルコ金融政策（2017 年 12 月） 

～トルコ中央銀行は利上げにより通貨防衛姿勢を示す～ 
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＜政治リスクは残存するものの良好な経済環境や中央銀行の政策期待がトルコ・リラを下支え＞ 

 
トルコ・リラ安が進むきっかけとなった、トルコと欧⽶諸国の

関係悪化やそれに伴う政府関係者の発⾔については、今
後もトルコの⾦融市場に影響を及ぼす可能性があり、状況
を注視していく必要があると考えています。 

⼀⽅で、トルコでは政府の景気刺激策を背景とした堅調
な個⼈消費や欧州向けの輸出の増加により景気の回復が
続いていることが、トルコ・リラの下⽀え要因になると考えま
す。 

また、今後も中央銀⾏の適切な政策対応により、通貨の
安定やインフレへの対処が進むと期待されることも、トルコ・リ
ラの⽀援材料になるとみています。 

トルコ・リラは⾼⾦利通貨であることから、通貨の値動きが
落ち着きをみせれば、トルコへの資⾦流⼊が強まってくると考
えられます。 
 
 
 
 

以上 
 

 
《為替の推移》 
 
 
 
 
 
 
 
 
《国債⾦利の推移》 
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当資料のお取り扱いにおけるご注意 

■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものであり、勧誘を目的としたものではありません。■当資料は、各種

の信頼できると考えられる情報源から作成していますが、その正確性・完全性が保証されているものではありません。■当資料の中で記載されている内容、数値、図表、意

見等は当資料作成時点のものであり、将来の成果を示唆・保証するものではなく、また今後予告なく変更されることがあります。■当資料中における運用実績等は、過去の

実績および結果を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。■当資料の中で個別企業名が記載されている場合、それらはあくまでも参考のため

に掲載したものであり、各企業の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。 

販売会社等についてのお問い合わせ⇒大和投資信託 フリーダイヤル 0120-106212（営業日の 9:00～17:00） HP http://www.daiwa-am.co.jp/ 

 

 

 

＜ご参考＞当社の関連リサーチ 

 
下記のリサーチでは、直近のトルコに関するテーマやその背景などをお伝えしています。 
 

◇マーケットレター 

・最近のトルコの為替・⾦利動向と今後の⾒通し（2017 年 11 ⽉）（2017/11/28） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20171128_1.html 

・トルコと⽶国のビザ発給業務停⽌に関する報道を受けて（2017/10/10） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20171010_1.html 

・トルコの最近の状況について（2017/10/5） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20171005_2.html 

・トルコ 4 ⽉⾦融政策委員会 〜中央銀⾏はインフレ⾒通しの悪化を懸念〜（2017/4/27） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170427_2.html 

・トルコ国⺠投票で憲法改正賛成派が勝利（2017/4/17） 

 http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170417_1.html  

 

◇Weekly Report 

・トルコの⾦融市場動向（毎週更新） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/weeklyreport.php?type=7 
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